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                                                                  国谷 哲資 
 
1．敗戦まで 
1932（昭和 7）年 4 月 14 日、父・国谷重隆と母・春代の長男として生まれる。出生地は鳥取











 1939（昭和 14）年 4 月、新京市の日本人小学校である順天尋常高等小学校一年に入学。皇国








が 4 年生のときは「月面図」であったのが、敗戦直前、私の卒業直前でもある 6 年生のときは「硫
黄島の攻防戦図」となった。 





















 同 13 日、経済省から疎開命令が出て家族全員が本省に集結させられた。同省中庭では文書の焼
却がされていた。そこで全員に青酸カリ一袋が手渡され、今夕疎開列車で南下するが四平街あた
りでソ連軍と遭遇するかも知れない、そのときは全員これで自害するよう言い渡された。さいわ
























ミシン修理部とあって、工員数は約 200 人、うち半数近くを日本人が占めていた。動力ミシン 24
台を３馬力のモーターで引っ張るラインが 4 列くらいあり、1 台のミシンに 2 本のベルトがかか








































































 ダム湖の航行が終わるころは 11 月も下旬、川は浅くなり一部氷結もするようになったので、炭






























































































擬装したり、人間はトウモロコシ畑に隠れたりで 1 週間ほどかかった。 



















































1949 年 9 月、17 歳の私は母と 2 人で列車に乗り込み、長春、ハルビンと先日南下したコース





の炭層の厚みは 10～20 メートルはざらで、なかには 40～60 メートルに達するところもあるそう
だ。鶴崗だけで採炭面積は 20～30 平方キロメートルあり、年間採炭量 700 万トンとして 140 年
間余り採炭できるということだった。私が配属された南山でも、「石炭増産で前線を支援しよう」、
「採炭、掘進の技術を高めて先進労働者に」などのスローガンが掲げられていた。 
















ロッコ）約 15 両が直径 50 ミリの太いピンでつながれ、まず空車を坑内の各切羽の入口に降ろし、







プでチェーンコンベヤーなどに乗せて下の坑道に置かれたトロッコに 1 台ずつ積み込む。15 台が
満車となれば切羽の入口まで坑道の傾斜を利用して走らせる、そして巻き揚げ機で引き揚げられ

























































た。仕事を終えて 30 分ぐらいかけて家に帰ると、まずは大福餅にぱくつき 3 個ぐらいをぺろり
食べたあと、近くの共同風呂に駆け込んで炭塵にまみれた身体を洗うと、母親の準備した食事を
済ます。それから一服して学習室に行き、中国や日本、世界の時事を報じた壁新聞を見るのが日




体の文芸交流会も 1 年に 1 度くらいはあり、『黄河大合唱』やソ連と日本の劇が上演された。歌や
踊りが好きだった私の母は、劇の配役をもらい、歩いて１時間以上もかかるような東山まで出か
けたものだった。 











































































































はなく実際に解決できるようになることだった。一例を挙げれば、入学の翌年 1960 年 4 月には




















もに中国各地を見学させて頂いた。そして 67 年 11 月に上海から中国の貨客船「紅旗号」に乗船












                                                   
１ 満蒙同胞援護会編『満蒙終戦史』（河出書房新社、1962 年）464 頁。なお、1940 年 10 月当時、
安東市の人口は、中国人 20 万 2737 人、日本人 2 万 4030 人、朝鮮人 1 万 9328 人、総計 24
万 6129 人であった（満洲国国務院総務庁統計処・国務院治安部警務司『満洲帝国現住人口統







４ その自伝が、大塚有章『新版未完の旅路』第 1～6 巻（三一書房、1976 年）であり、また紹介
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早稲田大学大学院博士課程院生）は、同氏より合計 4 回（2014 年 11 月 27 日、12 月 5 日、2015
年 2 月 23 日、3 月 24 日）にわたって聞き取り調査を実施した。その結果、氏の証言は、中国
東北部における戦後日本人留用者の実態を知るうえで貴重な内容であることが確認できた。特
に、中国共産党の支配下にあった共産党軍被服廠と鶴崗炭鉱に関する証言は、関連する資料が
極めて少ない中で、重要な証言であった。そこで、国谷氏に今回の聞き取り調査の内容も踏ま
えて、被服廠と鶴崗炭鉱時代を中心にして、回想記を執筆いただくよう依頼した。なお、鶴崗
炭鉱を離れて以降の体験については、時間の都合で十分な聞き取りができなかった。そのため
に、この部分は国谷氏に比較的自由に執筆していただいた。こうしてまとめられたものが本回
想記である。本稿は、わずか 13 歳で母子二人中国に取り残された著者が、残留日本人や中国の
人々との交流の中でいかに成長したかが克明に記されており、個人の成長記録としても興味深
い内容となっている。なお、注は飯塚が記載したものである。 
今回、国谷氏より、被服廠時代の職場の先輩である太田則平氏の手記をご提供いただいた。
これも被服廠での留用の実態を知る貴重な資料であるため、一部を抜粋して掲載することにし
た。合わせてお読みいただきたい。なお、太田氏の手記の太字部分は、飯塚が書き加えたもの
である。また、原文の誤記などを多少修正し、読みやすい内容とした。  
 
※太田氏の手記は 1987 年に私家版として公刊されていますが、本人ご逝去後の著作権者を探す
ことができませんでした。著作権者ご本人もしくは、著作権者をご存じの方がいらっしゃいまし
たら、大変お手数ではありますが、巻末に記載しました本誌編集までご連絡下さい。 
（『拓蹊』編集：広島中国近代史研究会） 
（飯塚 靖）
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